
 

 

令 和 ６ 年 ３ 月 １ ４ 日 

道 路 局 国 道 ・ 技 術 課 

国土技術政策総合研究所 

 

 

道路をよりよくするための技術研究を新規に５件採択します 
～「道路政策の質の向上に資する技術研究開発」募集の審査結果について～ 

 

 

令和６年３月７日に開催した第４９回新道路技術会議において、令和６年度から３年以

内で道路政策の課題の解決を目指す研究課題を審査し、新たに５件を採択することとしま

したのでお知らせします。 

 

 

国土交通省道路局では、「学」の知恵、「産」の技術を幅広い範囲で融合し、道路政策の

質を一層向上させるため、平成１６年１０月より新道路技術会議（委員長：朝倉康夫 東京

工業大学・神戸大学 名誉教授）を設置しています。 

 

令和５年９月２０日から令和５年１０月３１日まで、令和６年度から取り組む技術研究開

発の募集を実施したところ、１３件の応募がありました。 

 

今回採択された各技術研究開発の課題は、新道路技術会議での審査内容に基づき、実施内

容の調整等を行った上で、令和６年度の技術研究開発を進めていただくことになります。 

 

会議内容の詳細は、国土交通省道路局「道路政策の技術研究開発」のウェブサイトに掲載

を予定しております。 

（国土交通省ＨＰ: https://www.mlit.go.jp/road/tech/council/kako.html ) 
 

 

 

 

＜問い合わせ先＞ 

（新道路技術会議について） 

国土交通省 道路局国道・技術課 舟波、森（内線 37862、37855） 

 （代表）03-5253-8111 

    （直通）03-5253-8498 

（採択課題について） 
国土技術政策総合研究所     井上、片岡（内線 3612、3312）  

                （代表）029-864-2211 

  

 
資料配布の場所 
 １．国土交通記者会 
 ２．国土交通相建設専門紙記者会 
 ３．国土交通省交通運輸記者会 
 ４．筑波研究学園都市記者会 
令和６年３月１４日同時配布 



別 紙 

 

「新道路技術会議」による審査の結果、採択された研究（研究テーマ名と応募時の提案概

要等）は、以下の通り。 
 

＜ソフト分野＞ 

研究テーマ名と提案概要 研究代表者名 

研究テーマ名 
自転車DX技術を活用したサイクルルート等の整序化に向けた研

究開発 

松本 修一 

（文教大学） 
提案概要 

DX 技術を自転車等に適用する事で、１．自転車の快適な走行空

間の創出に向けた情報支援施策、２．サイクルルートの効果的

な維持管理に資する情報基盤の構築、３．自転車の新たなヒヤ

リハットの類型化を行う。 

 

研究テーマ名と提案概要 研究代表者名 

研究テーマ名 
平面交差部の安全性と円滑性を向上させる反転交差点について

の技術研究開発 

田中 伸治 

（横浜国立大学） 
提案概要 

安全性と円滑性を向上させる新しい平面交差形式として反転交

差点を提案し、その性能および効果を明らかにするとともに、

導入の課題となる用地制約や社会的受容性についても評価を行

い、実運用を見据えた導入指針を取りまとめる。 

 

研究テーマ名と提案概要 研究代表者名 

研究テーマ名 
観測データとシミュレーションの融合による自動車OD 交通量

パターン再現技術に関する研究開発 

佐々木 邦明 

（早稲田大学） 
提案概要 

本研究の目的は、ETC2.0 や携帯電話基地局情報、GPS に基づく

移動体情報などを移動・活動シミュレーション上で統合的に扱

い、道路の動的なOD 交通量推計やその近未来予測、さらには

道路利用の転換効果についての定量的検討を可能とするプラッ

トフォームを開発することである。そのために、データ同化可

能な交通流シミュレータの開発、携帯電話ベースのＯＤ推計、

センサスＯＤの動的補正等に具体的に取り組む。 

 

 

＜ハード分野＞ 
 

研究テーマ名と提案概要 研究代表者名 

研究テーマ名 
制振ダンパーを有する橋梁における三次元ダンパー部材抵抗と

橋全体系応答性状の把握 

高橋 良和 

（京都大学） 
提案概要 

実大・実速度による制振ダンパーの一方向・三方向加力実験と、

制振ダンパーを有する上部構造模型の振動実験を実施して、質の

高い抵抗・応答データを取得し、橋全体系の耐震設計法の高度化

に直接資することができる抵抗・応答評価法を開発する。 

 

 



研究テーマ名と提案概要 研究代表者名 

研究テーマ名 
非GNSS 環境下における高精度自己位置計測システムの技術研

究開発 

西野 朋季 

（京都大学） 
提案概要 

本研究では、画像と距離を同時に計測できる『センサフュージョ

ンシステム』を応用し、GNSS が受信できないトンネル坑内でも、

50km/h 走行する車両の自己位置を、トンネル延長に関わらず、

誤差±5 cm 以内にて測位できる計測システムを開発する。 

 

今回採択された各研究課題については、新道路技術会議での審査内容に基づき、実施内容の調整等を行

った上で、令和６年度の技術研究開発を進めていただくことになります。 


